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＊このリーフレットは検診結果が届くまで保管しましょう 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   問合せ先 福島市保健所健康づくり推進課 024-525-7680 

判 定 YAM値 

１ 異常なし ９０％以上 

２ 要指導 
８０％以上９０％未満 または 

９０％以上だが問診等で危険因子がある 

３ 要精検 ８０％未満 

＊同時期でも検査方法・

測定部位によって測定値

が異なることがあります。 

＜ＤIＰ法（骨塩定量検査法）＞ 

＜ＤＸＡ法(二重エネルギーＸ線吸収測定法)＞ 

 

 骨粗鬆症検診について 

 骨粗鬆症とは 

検査方法 

 骨粗鬆症検診結果の見方 

 精密検査は必ず受けましょう （保険診療となります） 

 
精密検査を受診された方のうち、約半数は骨粗鬆症と診断されています。 

市民検診で要精密検査となった方は速やかに精密検査を受診することが大切

です。 

 精密検査実施医療機関 （ ） 



 

 

 

 

 

① 年齢 

② 性別 

③ 体重 

④ 身長 

⑤ これまでに骨粗鬆症が原因と言われた骨折をしたことがありますか。 

⑥ ご両親のいずれかが、太ももの付け根の骨折を起こしたことがありますか。 

⑦ 現在喫煙の習慣はありますか。 

⑧ ステロイドの経口投与を受けていますか。あるいは、３か月以上、5ｍｇ/日 

以上のプレドニゾロン・ステロイドの経口投与を受けたことがありますか。 

⑨ 関節リウマチと診断されたことがありますか。 

⑩ 続発性骨粗鬆症と診断されたことがありますか。 

⑪ 毎日３単位以上（１単位＝8～10ｇ）のアルコールを飲みますか。 

⑫ 大腿骨頸部の骨密度（分かる場合のみ） 

（骨折評価ツール）で今後１０年間の 

を確認してみましょう。 

 

FRAX®チェック 
（骨粗鬆症財団ウェブサイト） 

はこちらから 

FRAX®は、今後１０年以内の骨粗鬆症による骨折の可能性を、ウェブサイト上で

予測するツールです。骨粗鬆症の危険因子である１１項目（または１２項目）を入力

して判定します。 

 

＊二次元コードを読み取れないときは「FRAX チェック」 

または「骨折評価ツール」と入力し検索してください。 

FRAX®チェック項目 

FRAX®

判定 

１０年以内の骨折リスク 
Major osteoporotic （主要な骨粗鬆症性骨折）：［    ］％ 

Hip fracture （大腿骨近位部骨折）       ：［    ］％ 

＊算出された確率が１５％以上の場合、骨粗鬆症の治療を開始した方がいいと言われています。 

＊今後１０年以内の骨折確率が１５％以上ある人は、まずは骨密度を測定しましょう。 

認知症

16.6%

脳血管疾患

16.1%

骨折・転倒

13.9%
高齢に

よる衰弱

13.2%

関節疾患

10.2%

心疾患

5.1%

その他

24.9%

介護が必要となった主な原因 を見ると… 

認知症、脳血管疾患に次いで、骨折・転倒が多くなっています。 

自分の骨密度を把握して、骨粗鬆症による骨折を予防することが大切です。 

骨粗鬆症の予防・改善のために日頃の生活を見直してみましょう！ 

・カルシウム不足（乳製品、大豆製品、緑黄色野菜、小魚等） 

・ビタミンD不足（鶏卵、干しシイタケ、青い背の魚等） 

・ビタミン K不足（納豆、ほうれん草、ひじき等） 

・リンの過剰摂取（スナック菓子、インスタント食品、練り製品等） 

・食塩の過剰摂取（カルシウムの尿中への排出促進する） 

・極端な食事制限（ダイエット）（BMI２２以上、２５未満が理想） 

・運動不足（息が弾むくらいの運動を 1日３０分程度） 

・日照不足（１日１５分程度の日光浴） 

・喫煙（カルシウム吸収を妨げる、女性ホルモンの分泌を妨げる） 

・過度の飲酒（日本酒１日１合以上はカルシウムの吸収を阻害する） 

・多量のコーヒー（カルシウムの尿中への排出促進する） 

・生活習慣病の放置（予防、コントロールを） 

資料：２０２２年国民生活基礎調査 

骨密度対策を始めよう！ 


